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もう一 つ の親 族 、"ラ オ トン"

チワン(壮)族 とベ トナム民族とのネットワークの一側面

塚 田 誠 之(国 ・眠 族学博物館)

1.は じ め に

　筆者は、 これまで中国のチワン(壮)族 とベトナムのヌン族 を取 り上げて、文化の比較、相互の交

流の実態について検討を行ってきた。交流にっいて、国境貿易、民間の文化活動、親戚・友人、通婚、

ベトナム人の中国への出稼 ぎ、国境の越え方、相互のイメージなどを取り上げた。その中で擬制的親

族として、男女 ともにほぼ同じ年齢の同性の相手と 「ラオトン」〈老同。「トンニエン」(同 年)と も呼

ぶ。現地語 も同じ〉関係を結ぶことを指摘 し、若干の事例 を提示するとともに国境地域の場合 、不安

定な立場に置かれた人々が安定や精神 的な拠 り所 を求めて、こうしたネットワークによる結びつきをよ

り必要 としたゆえにとくに濃密な関係 になるよう指摘 した[塚 田2010a]。 ただしラオトンについては先

行研究が殆どなくω、立ち入った検討は将来の課題 とせざるを得なかった。 その後、実地調査を通

じてラオトンに関する新 たな事例 を少なからず得た。 またベトナムのタイー族のラオトンの事例も得 られ

た。本稿では、新たな事例 にもとついて、壮族 とヌン族 ・タイー族の間のラオトン関係の実態について、

その契機、儀礼、結婚と葬式の際の往来、家の新築祝い、道士の儀礼、相互扶助、呼称、重要性、

目的などについて検討し、ラオトン関係の全貌の解明に近づきたい(2)。
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